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新産地報告二長野県小谷村の伝統的カヤ場に生育する

オオナンバンギセルAeg訪etZα Sinensis G.Beck

井　田　秀　行*
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オオナシバンギセルAeg’荻e巌sわensis G.Beck

(別名ヤマナシバンギセル)は,ハマウツボ科ナシ

バンキセル属の植物で本州・四国・九州・沖縄・中

国(中部)に分布する(佐竹ほか1981;大井・北

川1992)。日本に自生する同属は本種とナシバンギ

セルA.荻dca L var. se居あり0tOana (Makino) Makino

の2種のみである。いずれもススキM薮被n級船Sあの継泳

Andersson,ヒメノガリヤスCd嬢あh譲onenLS呑

Franch. et Sav.,ササ属技sa sp. (解語2004)な

どの株元に寄生する。

オオナシバンギセルは,草丈(花榎の長さ) 20へ

30cm,薯の長さ2.5へ4cm,花期は7へ9月,花

冠は明るい紅紫色で大きく,長さ4へ6cmになる

(大井・北川1992)。全体に大型で導の先が鈍く,

花冠裂片の縁に細かい鋸歯があることでナンバンギ

セルとは区別される(久原2008)。

長野県では中・南部で確認されているが,長野県

北部での自生地はこれまで未記録であった(長野県

植物誌編纂委員会1997)。主にススキ草地のような

単-な植生の株元に寄生するため,全国的にも自生

地の報告は多くない(例えば　久原2008)。現在,

25都府県のレッドリストに記載されており(日本の

レッドデータ検索システムhttp://www.jpnrdb.

com/index.htm1 2015年2月11日確認),ススキ草

地などの二次草原(半自然草地)の減少に伴い,今

後も絶滅が危惧される。長野県では絶滅危惧IB類

に指定されている(長野県2002, 2014)。

著者は2007年8月,長野県北安曇郡小谷村に残る

伝統的カヤ場のススキ群落内においてオオナシバン

ギセルの生育を確認した(池谷・井田2008)。また,
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同じ場所で2013年8月にも再度確認したので今回,

ここに報告する。

新産地は,長野県小谷村千国にある通称“牧の入

カヤ場’’(北緯36度45分52秒,東経137度51分44秒;

標高約900へ1200m;約31.4ha,写真1)である。

カヤ場は二次草原を代表する植生景観であり,主に

屋根葺き用のカヤ(ススキやカリヤスM tinc勧宏船

(Steud.) Hack.などのイネ科草本の総称)の採取を

目的とする。周辺一帯ではかつて多くのカヤ場が分

布していたが,カヤの需要減少に伴い大半がスキー

場に転用された。その中で唯一残されたのが牧の入

カヤ場である。江戸時代には,小谷村一帯のカヤ場

で採れるカヤが松本藩から重宝されていた(西山

2005)言カヤ場の維持に不可欠な火入れ(野火つけ)

は現在も千国集落の住民によって伝統的になされて

おり,毎年消雪後の4月ないし5月に火入れが行わ

れ,刈り取り時期は10月下旬へ11月上旬である。当

地では昔からススキが通称“大ガヤ’’,カリヤスな

いしオオヒゲナガカリヤスモドキM intemedius

(Honda) Hondaが“小がヤ’’と呼ばれ,屋根材と

して良質な“小ガヤ’’の方を優先的に残し,育てる

目的でカヤ場の維持がなされてきた(西山2005)。

しかし近年になって“大ガヤ’’が増殖し,良質な
く互、ガヤ’’の分布域が縮小しているという(池谷・

井田2008)。

当該カヤ場を優占するのはススキ属(主に,スス

キ,カリヤス,オオヒゲナガカリヤスモドキ)であ

り(小谷ほか2014),オオナシバンギセルが確認さ

れたのは草丈1.5へ1.7mのススキおよびカリヤス群

落中であった。イネ科以外では,ワラビPteγid寂m

aqu紡微m (L.) Kuhn subsp.カyonic∂1m (Nakai) Å.

et D.L6ve,ヤマハギLe功edeza bi。0わγ Turcz.,ヒ

ヨドリバナ威ゆato寂tln ma居わoi T.Kawahara et
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写真1.オオナンバンギセル自生地付近の様子(長野

県小谷村千国``牧の入カヤ場’’)

写真2.長野県小谷村``牧の入カヤ場’’に自生するオ

オナンバンギセルA略i?2etia sinensis G.Beck

a)生育状況, b)花

Yahara,フジ脇短e71わ��<��&ﾖFR��免ﾆB竰�D2簑

ツリガネニンジンAdenのhom　擁yhy脇(Thunb.)

A.DC, Var.加eonica (Regel) H.Hara等が出現する

(池谷・井田2008)。 2013年8月1日に行った現地

踏査の結果,オオナンバンギセルはススキ属群落中

の10mXlOmの範囲内に1へ3個の株で散在し,雷

ないし開花状態にあった(写真2)。

オオナンバンギセルの維持には,毎年の火入れで

維持されるススキ属が重要な役割を果たしていると

言える。黒木ほか(1970)は,ナンバンギセルの寄

生がススキの発育,特に分けつを強く抑制する可能

性を指摘している。屋根ガヤとして良質なのは分げ

っの少ないものであるため,ナンバンギセル属の寄

生が,良質なカヤの生産に寄与している可能性も為る。

現地調査にあたっては, ㈱小谷屋根の方々のご協

力を頂きました。この場を借りて感謝申し上げます。

本文中の学名は,米倉浩司・梶田　忠(2003-)

「BG Plants和名一学名インデックス」 (YList),

http://bean.bi o. chiba -u.j p/bgplants/ylist_main. html

(2015年2月11日確認)に拠った。本研究は, JSPS

科学研究費25340107の助成を受けたものである。
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